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マ
イ
ナ
保
険
証
移
行
に
先
立

ち
、
健
康
保
険
組
合
の
全
加
入
者

（
被
保
険
者
、
被
扶
養
者
）
に
、

お
使
い
の
保
険
証
の
情
報
や
、
個

人
情
報
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
な
ど

を
記
載
し
た
「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」
を
配
布
し
ま
す
。
お
知
ら

せ
は
Ａ
４
用
紙
１
枚
で
、
三
つ
折

り
し
て
封
入
の
う
え
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
所
経
由
で
お
渡
し
し
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

未
対
応
の
医
療
機
関
で
は
、
マ
イ

ナ
保
険
証
と
お
知
ら
せ
を
併
せ
て

提
示
す
れ
ば
受
診
で
き
ま
す
。

◇　
　

◇

　

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行
日
は

12
月
２
日
。
こ
の
日
以
降
、
健
保

組
合
か
ら
新
た
に
保
険
証
を
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
原
則
と
し
て
保
険
証
登
録
を

し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使

っ
て
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
い
ま
お
使
い
の
保
険
証
は

経
過
措
置
と
し
て
あ
と
１
年
間
使

用
可
能
で
す
。
健
保
へ
の
新
規
加

入
者
や
、
保
険
証
紛
失
者
で
マ
イ

ナ
保
険
証
登
録
を
し
て
い
な
い
場

合
に
は
保
険
証
の
代
用
と
な
る

「
資
格
確
認
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

◇　
　

◇

　

マ
イ
ナ
保
険
証
移
行
か
ら
１
年

後
の
来
年
12
月
２
日
、
現
行
の
保

険
証
が
失
効
。
以
後
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
保
険
証
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
マ
イ
ナ
保
険
証

登
録
を
し
て
い
な
い
方
に
は
全
員

に
「
資
格
確
認
書
」
を
交
付
し
ま

す
。
こ
れ
を
使
っ
て
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
失
効
し
た
現
行
保
険
証

は
回
収
し
な
い
方
針
で
す
。

マイナ保険証
�12月2日移行

健
康
保
険
証
あ
と
１
年
有
効　
新
規
発
行
せ
ず

　これまでお使いの健康保険証が今年 12 月２日、
原則としてマイナンバーカードによるマイナ保険
証に代わります。これまでの診療歴、薬の情報な
ど豊富な医療データに基づく診療が受けられるほ
か多くのメリットがあり、利用登録のうえ活用を
お勧めしています。オンライン資格確認導入済み
の医療機関なら今からでも使用できます。現行の健
康保険証はあと1年間に限りお使いいただけます。

未
登
録
者　

資
格
確
認
書
で
対
応

2024年９月末現在

事 業 所 数　　　20社
被保険者数　　1,485人
被扶養者数　　1,435人

神戸新聞健康保険組合
神戸市中央区東川崎町1-5-7

☎（078）362-7166
http://kobe-np-kenpo.or.jp

マイナ保険証移行の流れ

2024年10月末 全加入者に「資格情報のお知らせ」
を配布

・�マイナ保険証移行に向け、保険証情報、負担割合な
どを告知
・�オンライン資格確認未対応の医療機関では、マイナ
保険証と併せて提示することで受診が可能になる

2024年12月2日 マイナ保険証移行

・�原則として健康保険証利用登録をしたマイナンバー
カードで医療機関受診
・�以後、健保組合から保険証は発行しない
・�経過措置として現行保険証はあと１年間使用可能
・�新規加入者、現行の保険証紛失者には代用となる「資
格確認書」を交付

2025年12月2日 現行の保険証が失効

・�マイナ保険証の未登録者に「資格確認書」を交付
・�現行の保険証は回収せず
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マイナ保険証登録マイナ保険証登録
加入者の６割超す加入者の６割超す

利用率は低迷、活用お勧め

マイナ保険証のメリット 高
額
医
療
費
対
応
、確
定
申
告
も
便
利
に

　マイナンバーカードの保有率は今年４月末時点
で全人口の 73.7％。マイナ保険証の利用登録をし
た人はカード保有者の 78.5％、全人口の 57.8％と
なっています。当組合では登録率は 60％を超え
ましたが、利用率でみると７％でまだ低迷してい
ます。
　利用登録はお手持ちのスマートフォンからマイ
ナポータルアプリにアクセスして手続きできま
す。また病院、診療所、薬局に設置している顔認
証カードリーダーや、セブン銀行のＡＴＭなどか
らも可能です。いずれもマイナンバーカードと暗
証番号が必要で、所要時間は数分程度です。
　これまでお使いの保険証の代わりにマイナ保険
証を利用するには、窓口に設置の顔認証カードリ
ーダーの所定の場所にマイナンバーカードを入
れ、顔認証または暗証番号で本人確認を行います。
過去の診療・薬剤情報や特定健診結果の通知につ
いて同意の有無を選択すれば受付完了となりま
す。よりよい診療を受けるためには「同意する」
を選択するようお勧めします。

　マイナ保険証を利用し、診療・薬剤情報や特定健診
結果の提供に同意すれば、別の医療機関や薬局同士で
情報共有ができます。過去の病歴をもとにした総合的
な診断が行えるほか、薬の重複が避けられるなど、よ
りよい医療が受けられます。
　マイナ保険証での受診の際、限度額情報を「提供す
る」とすれば、医療費が高額になった場合でも「限度
額適用認定証」を提出する必要がなくなり、窓口では
限度額までの支払いになります。
　マイナポータルにログインすれば、これまでに受け
た保険医療、処方された薬の医療費情報が一覧でき、
医療機関で受け取った領収書の提出が省けるなど、確
定申告の医療費控除申請手続きが簡単になります。ま
たご自身の特定健診結果もみることができます。

マイナ保険証の利用について

マイナンバーカードを持っていない場合

お住まいの市町村などでカードの交付申請手続きを行ってください。スマ
ホやパソコンからでも申請できます。

マイナンバーカードの保険証利用（マイナ保険証）登録

スマホ
マイナポータルアプリを利用、スマホにマイ
ナンバーカードをかざすことで登録できます
（数字4桁の暗証番号必要）

医療機関・薬局の顔認証カードリーダー
マイナンバーカードと顔認証や暗証番号で登
録できます（カードリーダーの利用方法は下記「マイナ保険証を使うには」
を参考に同意取得に続いて利用登録に進んで下さい）

＊�このほかセブン銀行ATM、市町村に設置の住民向け端末でも登録可能です

医療機関・薬局でマイナ保険証を使うには

①読み取り
マイナンバーカードを顔認証カードリーダーに入れます

②本人確認
顔認証（画面に向かい枠に顔が収まるよう位置を調整）
または数字4桁の暗証番号で確認することもできます

③同意取得
過去の診療・薬剤情報を医師・薬剤師に提供すること
（同意する／同意しない　から選択）
40歳以上の方対象の特定健診情報の結果提供について
（同意する／同意しない・40歳未満　から選択）

④受付完了
マイナンバーカードをお取りください
高額療養費制度を利用される場合、カードを取る前に限度額情報について
「提供する」を選択してください

情報共有で安心医療情報共有で安心医療 ＊＊マイナ保険証のメリット＊＊

・正確な情報に基づく医療が受けられる
ご自身の過去の診療情報、薬の履歴、特定健診の結
果などをもとに、総合的な診断や、適切な薬の処方
が可能になります。

・高額医療費の一時支払いが不要に
医療費の「限度額適用認定証」を持参する必要がな
くなり、医療機関では限度額までの支払いで済みま
す。

・医療費控除の申請が便利に
保健医療を受けた記録や、処方された薬の記録が
一覧で参照できるため、受け取った領収証の保管、
提出を省いて確定申告できます。

・窓口での自己負担額が減る
オンライン情報確認により医療機関の業務負担が減
ると考えられることから、初診料や調剤料の窓口自
己負担が減ります。従来の健康保険証に比べて初診
料で20円（自己負担３割の場合は負担額が６円）
安くなります。

＊�このほか、転職などの際にも同じカードでそのまま医療
機関を受診できます。
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経
常
収
入
の
大
部
分
を
占
め
る

健
康
保
険
収
入
は
９
億
６
９
５
６

万
円（
前
年
比
２
６
０
２
万
円
減
）。

　

被
保
険
者
数
が
前
年
比
で
３
・

３
％
の
大
幅
減
と
な
っ
た
こ
と
が

要
因
。
２
０
２
０
年
度
か
ら
減
少

傾
向
だ
っ
た
が
２
０
０
０
万
円
を

超
す
過
去
に
な
い
落
ち
込
み
と
な

っ
た
。
今
年
度
の
予
算
段
階
の
数

字
で
は
被
保
険
者
数
に
つ
い
て
さ

ら
な
る
減
少
幅
と
し
て
お
り
、
今

後
は
加
速
度
的
な
収
入
減
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

　

基
礎
数
字
で
み
る
と
平
均
標
準

報
酬
月
額
は
52
万
２
３
７
１
円

（
同
４
０
１
８
円
増
）、
総
標
準
賞

与
額
５
億
９
２
８
８
万
円
（
同
９

０
１
万
円
減
）、
平
均
被
保
険
者

数
１
５
６
４
人
（
同
53
人
減
）。

　

経
常
外
収
入
７
８
１
６
万
円
に

は
組
合
事
務
運
営
上
の
支
払
金
不

足
を
補
う
た
め
、
別
途
積
立
金
か

ら
引
き
出
し
た
３
０
０
０
万
円
が

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
実
質

的
な
最
終
収
支
は
３
３
８
６
万
円

と
い
え
る
。

　

被
保
険
者
や
被
扶
養
者
の
医
療

費
に
当
た
る
保
険
給
付
費
は
４
億

５
９
８
５
万
円
（
前
年
比
８
１
４

万
円
増
）。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

受
け
た
20
年
、
21
年
は
３
億
円
台

だ
っ
た
が
、
前
年
（
22
年
）
に
は

４
億
円
を
突
破
し
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
前
と
同
規
模
の
水
準
に
戻
っ
て

い
る
。

　

医
療
費
の
内
訳
は
、
家
族
を
含

め
た
療
養
費
が
２
億
９
７
３
０
万

円
（
前
年
比
７
２
４
万
円
減
）、

薬
剤
費
が
９
８
３
７
万
円
（
同
９

５
２
万
円
増
）。

　

納
付
金
の
内
訳
を
み
る
と
、
前

期
高
齢
者
納
付
金
は
２
億
５
６
８

万
円
（
同
４
７
０
９
万
円
減
）、

後
期
高
齢
者
支
援
金
が
２
億
３
０

６
３
万
円
（
同
２
８
７
万
円
増
）。

納
付
金
が
保
険
給
付
費
を
下
回
る

の
は
３
年
ぶ
り
。

　

人
間
ド
ッ
ク
や
保
健
指
導
費
用

な
ど
を
計
上
す
る
保
健
事
業
費
に

関
し
は
て
３
１
９
１
万
円
（
同
22

万
円
減
）
と
ほ
ぼ
横
ば
い
。

収
　
　
入

支
　
　
出

経常収入10億円割れ
健保組合23年度決算

　

神
戸
新
聞
健
康
保
険
組
合
の
２
０
２
３
年
度
収
入
支
出
決
算
が
ま
と
ま
り
、
７
月

の
定
例
組
合
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
経
常
収
入
９
億
７
７
６
２
万

５
０
０
０
円
に
対
し
支
出
は
９
億
７
８
４
７
万
２
０
０
０
円
と
な
り
、
84
万
７
０
０

０
円
の
経
常
赤
字
と
な
っ
た
。
被
保
険
者
数
が
大
き
く
減
少
し
た
こ
と
を
受
け
て
保

険
料
収
入
が
落
ち
込
ん
だ
が
、
高
齢
者
医
療
の
納
付
金
が
前
年
を
下
回
り
、
経
常
収

支
の
赤
字
幅
は
前
年
よ
り
改
善
し
た
。
医
療
費
に
あ
た
る
保
険
給
付
費
は
微
増
だ
っ

た
。
経
常
外
の
補
助
金
、
交
付
金
収
入
な
ど
を
含
め
た
最
終
収
支
で
は
６
３
８
６
万

７
０
０
０
円
の
黒
字
と
な
り
、
全
額
を
別
途
積
立
金
に
繰
り
入
れ
た
。

被
保
険
者
の
減
少
響
く　

医
療
費
は
前
年
並
み

2023年度収支決算概要
　2023年４月１日～2024年３月31日（単位：千円）

当期実績 当期予算 予算対比 前年実績 前年対比
＜経常収入＞ 977,625 999,700 97.8% 1,004,343 97.3%
健康保険収入 969,563 990,922 97.8% 995,589 97.4%
保健事業収入 3,089 4,090 75.5% 4,096 75.4%
雑収入ほか 4,973 4,688 106.1% 4,658 106.8%
＜経常支出＞ 978,472 1,100,475 88.9% 1,015,284 96.4%
事務費 45,493 48,552 93.7% 46,110 98.7%
保険給付費 459,857 528,118 87.1% 451,713 101.8%
納付金 436,321 479,509 91.0% 480,531 90.8%
保健事業費 31,919 39,247 81.3% 32,136 99.3%
その他 4,882 5,049 96.7% 4,794 101.8%
＜経常収支＞ −847 −100,775 −10,941
経常外収入 78,161 139,228 72,786 107.4%
経常外支出 13,447 38,453 14,558 92.4%
最終収支 63,867 0 47,287 135.1%

　2023年度介護勘定収支
当期実績 当期予算 予算対比 前年実績 前年対比

収入 150,160 151,534 99.1% 153,923 97.6%
介護保険料 142,962 144,136 99.2% 151,029 94.7%
繰越金 7,198 7,392 97.4% 2,894 248.7%
その他 0 6 0.0% 0
支出 141,566 151,534 93.4% 146,725 96.5%
介護納付金 141,559 143,117 98.9% 146,691 96.5%
保険料還付金 7 50 14.0% 34 20.6%
その他 0 8,367 0.0% 0
収支 8,594 0 7,198 119.4%
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介
護
保
険
勘
定
は
収
入
１
億
５

０
１
６
万
円（
同
３
７
６
万
円
減
）、

支
出
は
１
億
４
１
５
６
万
円
（
同

５
１
６
万
円
減
）。
収
支
の
残
金
は

８
５
９
万
円
で
、
全
額
次
年
度
へ

の
繰
越
金
と
し
た
。

　

国
か
ら
示
さ
れ
た
23
年
度
の
介

護
納
付
金
見
込
み
額
は
１
億
４
３

１
１
万
円
（
同
５
１
９
万
円
減
）。

見
込
み
額
が
減
っ
た
こ
と
を
受
け
、

介
護
保
険
料
率
を
前
年
の
１
・
78

％
か
ら
０
・
08
ポ
イ
ン
ト
引
き
下

げ
、
１
・
70
％
と
し
た
。
こ
の
結

果
介
護
保
険
料
収
入
は
１
億
４
２

９
６
万
円
、
介
護
納
付
金
支
出
は

１
億
４
１
５
５
万
円
と
な
っ
た
。

別途積立金９億円台後半に

　

23
年
度
決
算
の
黒
字
額
６
３
８

６
万
円
を
積
み
増
し
た
結
果
、
当

組
合
の
別
途
積
立
金
は
９
億
６
６

９
０
万
円
に
ま
で
増
加
し
た
。

　

積
立
金
残
高
は
健
保
組
合
財
政

が
悪
化
し
た
17
年
度
末
に
は
２
億

６
０
０
０
万
円
台
ま
で
落
ち
込
ん

だ
が
、
18
年
度
に
保
険
料
率
を
引

き
上
げ
て
以
降
は
黒
字
額
を
積
み

増
す
こ
と
で
増
え
続
け
て
い
る
。

　

積
立
金
は
毎
年
の
予
算
策
定
段

階
に
お
い
て
活
用
。
収
入
不
足
を

補
う
た
め
、
積
立
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
に
よ
っ
て
収
支
均
衡
を
図
っ

て
い
る
。
今
年
度
（
24
年
度
）
は

医
療
費
の
増
加
を
見
込
ん
だ
１
億

３
７
０
０
万
円
の
経
常
赤
字
予
算

と
な
り
、
積
立
金
か
ら
は
１
億
５

０
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ
た
。

　

将
来
的
な
財
政
見
通
し
で
は
、

被
保
険
者
数
の
減
少
が
続
き
収
入

増
は
見
込
め
ず
、
高
齢
化
が
一
段

と
進
み
医
療
費
支
出
は
大
幅
な
増

加
傾
向
と
な
る
。
積
立
金
を
取
り

崩
し
て
い
く
財
政
運
営
が
視
野
に

入
る
が
、
現
状
の
残
高
は
比
較
的

余
裕
も
あ
り
、
来
年
度
（
25
年
度
）

も
保
険
料
率
は
９
・
５
％
を
維
持

す
る
方
向
と
し
た
い
。

保険料率は

9.5％維持へ

保険料率、収支、別途積立金残高の推移
� （金額単位は1000円）

保険料率 経常収支 最終収支 別途積立金残高

2013 7.7 －156,382 －141,426� 205,118�

2014 8.1 －42,803 45,989� 251,107�

2015 9.0 61,307 74,481� 325,588�

2016 9.0 －24,890 －11,935� 313,653�

2017 9.0 －93,252 －52,507� 261,146�

2018 9.5 189,016 213,142� 474,288�

2019 9.5 86,750 120,762� 595,050�

2020 9.5 234,148 241,888� 836,938�

2021 9.5 47,820 79,378� 916,316�

2022 9.5 －10,941 17,287� 933,603�

2023 9.5 －847� 33,867� 966,908�

＊最終収支に別途積立金繰り入れは含まず

＜オススメです　人間ドック個人予約＞
①　希望する受診施設に申込者が直接連絡
②　その際、必ず神戸新聞健康保険組合としての予約と伝える
③　予約が取れた場合、確認FAXを健保事務局から送りますと伝える
④　すぐに健保組合事務局（078-362-7166）まで連絡
⑤　ドック受診申込書に記入の上、事務局に提出
⑥　健保事務局から受診施設に確認FAX送信、正式な予約となる

（注意）申込書提出の手続きがない場合は人間ドック補助の対象に
はならず、受診料は全額、申込者が受診施設に支払うことになります。

◆�

口
腔
ケ
ア
で
歯
ブ
ラ
シ
配
布
、

　
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

　

歯
周
病
予
防
な
ど
口
腔
ケ
ア
、

歯
科
健
診
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
健
保
組
合
で
は
被
保
険

者
全
員
に
口
腔
ケ
ア
の
大
切
さ
を

記
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
お
試
し

用
の
歯
ブ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

パ
ン
フ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
通
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
、
ど
の
よ
う

な
サ
ポ
ー
ト
需
要
が
あ
る
の
か
調

べ
、
保
健
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

送
付
は
11
月
を
予
定
。

　

女
性
被
保
険
者
を
対
象
に
し
た

乳
が
ん
自
己
検
診
手
袋
「
ブ
レ
ス

ト
ケ
ア
グ
ラ
ブ
」、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
、
自

己
負
担
が
大
き
く
減
る
人
へ
の

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
差
額
通
知
書
」、

節
目
の
年
齢
を
控
え
た
39
歳
、
49

歳
、59
歳
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、

今
後
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ

「
マ
イ
ヘ
ル
ス
レ
ポ
ー
ト
」
配
布

も
例
年
通
り
行
い
ま
す
。

公告公告 　健康保険法第47条２項に規定する神戸新聞健康保険組合の2024年
９月30日現在の平均標準報酬月額を、次のとおり公告します。

平均報酬月額３１等級５３0,000円

　退職後、任意継続者として神戸新聞健康保険組合に加入されている方は、平均標準
報酬月額または当人の従前の標準月額のうち、いずれか低い額で保険料を算出します。
適用は2025年４月からです。� 以上　

介
護
保
険
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グ
ル
ー
プ
全
従
業
員
を
対
象
に

し
た
「
２
０
２
４
年
度
秋
季
定
期

健
康
診
断
」
を
10
月
に
実
施
し
ま

す
。

　

神
戸
本
社
で
は
今
春
の
健
診
か

ら
、
男
性
と
女
性
の
受
診
時
間
の

間
に
30
分
の
「
入
れ
替
え
時
間
」

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
秋
も
引
き

続
き
設
定
し
て
円
滑
な
健
診
実
施

◆
秋
の
定
期
健
康
診
断
案
内
◆

を
図
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
は
男

女
別
の
受
診
時
間
が
少
し
変
わ
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

例
年
通
り
９
、
10
月
の
人
間
ド

ッ
ク
受
診
者
は
、
そ
の
結
果
を
も

っ
て
秋
の
定
期
健
康
診
断
の
代
用

と
で
き
ま
す
。
ド
ッ
ク
受
診
結
果

表
の
コ
ピ
ー
と
問
診
票
を
健
保
組

合
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

春
に
引
き
続
き
、

�

男
女
入
れ
替
え
時
間

　

２
０
２
４
年
春
季
定
期
健
康
診

断
の
結
果
が
ま
と
ま
り
、
対
象
者

１
５
７
８
人
の
う
ち
健
診
受
診
者

は
１
４
８
６
人
で
受
診
率
は
94
・

２
％
。
前
年
春
と
比
べ
て
０
・
６

ポ
イ
ン
ト
、
秋
か
ら
は
０
・
９
ポ

イ
ン
ト
の
上
昇
だ
っ
た
。

　

受
診
率
１
０
０
％
は
Ｋ
Ｃ
Ｃ
、

健
保
組
合
、販
売
開
発
セ
ン
タ
ー
、

サ
ン
神
戸
、
興
産
、
総
合
折
込
、

文
化
財
団
、
厚
生
事
業
団
、
地
域

創
造
、
新
聞
会
館
、
Ｄ
Ｓ
ク
オ
リ

テ
ィ
、Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｅ
の
計
12
事
業
所
。

輸
送
セ
ン
タ
ー
と
総
合
印
刷
は
被

保
険
者
に
限
れ
ば
全
員
が
受
診
し

た
。

　

総
合
判
定
で
Ｃ
（
要
経
過
観

察
）、
Ｄ
（
要
治
療
）、
Ｅ
（
要
精

密
検
査
）、
Ｆ
（
治
療
中
）
と
な

っ
て
い
る
人
の
割
合
を
表
す
有
所

見
率
は
57
・
４
％
。
デ
ー
タ
を
ま

と
め
始
め
た
16
年
秋
以
降
で
は
21

年
春
と
並
ん
で
過
去
最
悪
レ
ベ
ル

と
な
っ
た
。

　

有
所
見
率
は
検
査
項
目
の
多
い

春
季
健
診
の
方
が
高
く
な
る
傾
向

に
あ
る
。
検
査
項
目
別
の
上
位
３

項
目
は
昨
年
春
と
変
わ
ら
ず
、
①

肝
機
能
（
21
・
９
％
）、
②
血
圧

（
19
・
０
％
）、
③
心
電
図
（
15
・

７
％
）
だ
っ
た
。

受
診
率
は
９4
・
２
％
に
ア
ッ
プ

２０２4年春季健康診断まとめ
◆2024年春季定期健診受診率
対象者 受診者 受診率％ 23年秋％ 23年春％

神戸新聞 715 698 97.6 96.8� 97.3�
被保険者 691 687 99.4 99.0� 99.3�
未加入者　24 11 45.8 45.2� 48.4�

輸送センター 72 61 84.7 73.9� 87.1�
被保険者　39 39 100.0 100.0� 100.0�
未加入者　33 22 66.7 14.3� 63.6�

神戸新聞事業社 60 59 98.3 100.0� 100.0�
ＫＣＣ 27 27 100.0 96.3� 100.0�
健保組合 2 2 100.0 100.0� 100.0�
ラジオ関西 46 45 97.8 96.0� 100.0�
サンテレビ 141 129 91.5 84.3� 86.4�
デイリースポーツ 83 82 98.8 95.5� 95.4�
販売開発センター 2 2 100.0 − −
サン神戸 18 18 100.0 100.0� 100.0�
総合印刷 156 132 84.6 82.7 84.0�

被保険者 126 126 100.0 100.0� 100.0
未加入者　30 6 20.0 9.7� 13.3�

神戸新聞興産 19 19 100.0 100.0� 100.0�
総合折込 27 27 100.0 96.4� 100.0�
文化財団 3 3 100.0 100.0� 100.0�
厚生事業団 2 2 100.0 100.0� 100.0�
京阪神エルマガ 73 67 91.8 − 90.4�
地域創造 30 30 100.0 100.0� 100.0�
新聞会館 12 12 100.0 100.0� 100.0�
ＤＳクオリティ 47 47 100.0 100.0� 100.0�
ＰＡＧＥ 3 3 100.0 100.0� 100.0�
任意継続 40 21 52.5 68.2� 50.0�

合計 1,578 1,486 94.2 93.3� 93.6�
※昨年の秋季定期健康診断、京阪神エルマガは実施せず。輸送センターは夜勤者のみ実施。
　�販売開発センターは今年の春季から実施。　

健康診断の有所見率推移
（2019年春～）

１９年春 54.7 １９年秋 5１.7

２０年春 56.8 ２０年秋 5２.5

２１年春 57.4 ２１年秋 5２.２

２２年春 56.９ ２２年秋 53.２

２3年春 56.4 ２3年秋 54.7

２4年春 57.4

2024年秋季健康診断日程

神戸新聞本社
10月21日（月）～25日（金）

21日　男性　13：30～16：30　女性　9：30～12：00
22日　男性　9：30～12：00、15：30～16：30　女性13：30～15：00
23日　男性　9：30～12：00、13：30～15：00　女性15：30～16：30
24日　男性　9：30～10：30、13：30～16：30　女性11：00～12：00
25日　男性のみ　9：30～12：00、13：30～16：30

西神製作センター

10月８日（火）～11日（金）
８日　男性　15：00～17：00　女性　14：30～15：00
９〜11日　男性のみ　15：00～17：00

阪神製作センター
10月21日（月）、28日（月）

21日　男性　16：00～17：00　女性　15：30～16：00
28日　男性のみ　15：30～17：00


